
ヽ
ヽ世

ヽ界

ヽ最
初
」
の
旗
印
が
好
き
な
旧
ソ
連
は
、

商
業
規
模
の
原
子
力
発
電
で
も
、
第

一
回
原

子
力
平
和
利
用
国
際
会
議
の
前
年
の

一
九
五

四
年
六
月
、
五
千
ｋ
Ｗ
発
電
所
の
運
転
を
突

然
に
発
表
し
て
話
題
を
さ
ら

っ
た
。
し
か
し

軍
事

一
色
だ

っ
た
当
時
、
原
子
炉
開
発
で
は
、

各
国
と
も
実
は
高
速
増
殖
炉
に
重
点
を
置
い

て
い
た
。
世
界
最
初
の
発
電
が
ア
メ
リ
カ
の

小
型
実
験
用
増
殖
炉
Ｅ
Ｂ
Ｒ
１
１
で
、
五

一

年
と
ず
い
ぶ
ん
早
く
に
行
わ
れ
た
の
も
そ
の

表
れ
だ
が
、
旧
ソ
連
で
も
前
記

一
番
乗
り
の

後
十
数
年
は
商
業
発
電
で
さ
し
た
る
動
き
は

な
く
、　
一
方
高
速
炉
で
は
六
九
年
末
に
電
気

出
力

一
万
三
千
ｋ
Ｗ
の
も
の
を
動
か
し
た
の

を
皮
切
り
に
、
精
力
的
に
開
発
を
進
め
た
。

同
国
最
初
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
を
中
心
に
、
無

人
の
地
に
忽
然
と
建
設
さ
れ
た
シ
エ
フ
チ

エ

ン
コ
市

（カ
ス
ピ
海
沿
岸
）
。
そ
の
動
力
源

と
し
て
発
電
と
海
水
脱
塩
兼
用
の
高
速
増
殖

炉
が
運
転
を
始
め
た
の
は
七
三
年
だ
。
ず
い

ぶ
ん
大
胆
な
や
り
方
と
注
目
さ
れ
、
そ
の
後

水
蒸
気
を
噴
き
上
げ
る
小
事
故
を
起
こ
し
た

り
し
た
が
、
と
に
か
く
今
日
で
ヶ
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
唯

一
の
原
子
炉
と
し
て
運
転
を
続
け
、

十
五
万
ｋ
Ｗ
の
電
力
と

一
日
に
十
二
万
トン
の

水
を
供
給
し
て
い
る
。

こ
の
高
速
炉
は
ル
ー
プ
型
で
あ
っ
た
が
、

次
い
で
開
発
さ
れ
た
発
電
用
原
子
炉
で
は
、

炉
容
器
中
に
冷
却
材
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
燃
料

を

一
緒
に
収
め
る

″タ
ン
ク
″
型
が
主
流
で
、

ベ
ロ
ヤ
ル
ス
ク
に
あ
る
六
十
万
即
の
も
の
は
、

す
で
に
十
二
年
間
運
転
を
続
け
て
い
る
。

米
国
と
旧
西
独
で
、
各
三
十
万
即
の
原
型

炉
が
建
設
後
に
政
策
変
更
で
運
転
中
止
に
な

る
な
ど
、
高
速
炉
受
難
の
時
代
の
な
か
に
あ

っ
て
、
タ
ン
ク
型
で
豊
富
な
運
転
実
績
を
持

つ
フ
ラ
ン
ス
と
並
ん
で
、
高
速
炉
の
開
発
で

は
、
ソ
連
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
経
験
を
有

す
る
。
チ
エ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
大
事
故
で
国
民

の
信
用
を
失
墜
し
た
同
国
だ
が
、
チ
エ
リ
ヤ

ビ
ン
ス
ク
で
は
、
放
射
能
垂
れ
流
し
の
後
始

末
を
完
全
に
す
る
と
い
う
条
件
付
き
で
、
住

民
が
新
し
い
発
電
用
高
速
増
殖
炉
の
建
設
に

同
意
し
て
い
る
。
外
の
人
間
か
ら
見
る
と
、

ま
る
で

「毒
を
も

っ
て
毒
を
制
す
る
」
式
の

妥
協
策
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
旧
ソ

連
の
原
子
力
関
係
者
の
高
速
炉

へ
の
強
い
プ

ラ
イ
ド
が
、
住
民
の
心
に
通
じ
た
と
み
る
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
発
電
炉
の
温

水
を
使

っ
た
都
市
暖
房
や
、
原
子
力
砕
氷
船

（九
隻
）
な
ど
に
特
色
が
あ
る
。

ソ
連
最
初
の
発
電
炉
は
黒
鉛
減
速

・
水
冷

却
型
だ

っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
六
〇
年
代
に
大

型
化
さ
れ
、
兵
器
用
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
炉

と
し
て
多
数
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
核

兵
器
生
産
基
地
は
、
旧
ソ
連
に
秘
密
都
市
と

し
て
十
か
所
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
チ

エ
リ

ヤ
ビ
ン
ス
ク
、
ト
ム
ス
ク
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル

ス
ク
の
三
か
所
だ
け
が
昨
年
初
め
て
外
国
人

に
公
開
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
人
口
ほ
ぼ
十
万

人
で
、
兵
器
用
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
炉
三
な

い
し
六
基
、
そ
れ
に
再
処
理
工
場
が
あ
る
こ

Ｌ
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
順
次
運
転
を
停
止
し
、

工
場
は
民
需
に
転
換
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

な
ど
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

残
り
の
七
つ
の
秘
密
都
市
の
実
状
は
い
ま
だ
、

杏
と
し
て
不
明
で
あ
る
。

七
〇
年
代
初
め
か
ら
は
発
電
用
原
子
炉
を

次
々
建
設
し
は
じ
め
た
が
、　
一
つ
は
前
記
の

兵
器
用
生
産
炉
を
さ
ら
に
大
型
化
し
、
発
電

兼
用
に
し
た
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ

（チ
エ
ル
ノ
ブ
イ
リ

型
）
、
も
う

一
つ
は
日
本
な
ど
西
欧
で
広
く

使
わ
れ
て
い
る
加
圧
水
型
と
同
じ
方
式
で
Ｖ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
の

大
事
故
以
後
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
は
、
新
た
に
は
建
設

さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
に
は
低

出
力
時
に
不
安
定
に
な
る
と
い
う
弱
点
は
あ

る
が
、
あ
の
事
故
の
本
当
の
原
因
は
、
あ
ら

ゆ
る
安
全
装
置
を
止
め
て
無
謀
な
現
場
実
験

を
強
行
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｖ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
型
も
初
期
の
も
の
は
事
故
時
に
放
射
能
を

閉
じ
込
め
る
格
納
容
器
が
な
い
、
緊
急
冷
却

装
置
が
不
足
な
ど
、
材
料
の
問
題
等
は
別
に

し
て
も
、
国
際
基
準
に
照
ら
せ
ば
劣
悪
と
い

一品
速
炉
・・都
市
暖
一辱
砕
氷
船
に
特
色

森 ,
か
す
ひ
さ

一
久

一
九
二
六
年
広
島
県
生
ま
れ
。
日
本
原
子
力
産
業
会

議
専
務
理
事
。
関
連
組
織
の
役
員

・
委
員
の
ほ
か
、

第
五
福
竜
丸
保
存
協
会
、
海
洋
生
物
環
境
研
の
評
議

委
員
を
務
め
る
。
京
都
大
学
理
学
部
卒
業
。
中
央
公

論
社
を
経
て
、
七
八
年
よ
り
現
職
。
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う
ほ
か
な
い
。
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
は
軍
事
兼
用
な
の

で
輸
出
し
て
な
い
が
、
Ｖ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
は
旧
チ
ェ

コ
に
八
基
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
六
基
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
四
基
が
輸
出
さ
れ
、
運
転
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
炉
の
安
全
性
の
改
善
が
サ
ミ
ッ
ト

の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
資
金

・
技

術
を
持
ち
寄

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。

な
お
、
旧
ソ
連
全
体
で
現
在
運
転
中
の
も

の
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
、
Ｖ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
と
も
に
ほ
ぼ

二
十
基
二
千
万
即
で
、
原
子
力
が
発
電
量
全

体
に
占
め
る
比
率
は
十
三
％
で
あ
る
。

七
〇
年
代
初
め
に
、
友
人
を
通
じ
て
旧
ソ

連
大
使
館
筋
か
ら
非
公
式
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ

っ
た
。
そ
こ
で

一
九
七
三
年
八
月
、
日
本

原́
子
力
産
業
会
議
か
ら
土
光
敏
夫
氏
を
団
長

と
す
る
代
表
団
が
派
遣
さ
れ
、
初
め
て
十
か

所
の
原
子
力
施
設
の
視
察
が
で
き
た
。
「
ソ

連
国
家
原
子
力
利
用
委
員
会
」
と
の
間
に
覚

書
を
結
び
、
以
来
七
十
数
回
の
交
流
を
行

っ

て
き
た
。
こ
の
委
員
会
は
名
前
か
ら
し
て
、

ソ
連
全
体
の
軍
事

・
民
生
用
の
原
子
力
開
発

を
統
轄
し
て
い
る
機
関
で
あ
る
と
思
い
込
ん

で
い
た
。
事
実
、
国
際
原
子
力
機
関
や
原
子

力
関
係
の
諸
会
議
の
ソ
連
代
表
は
、
い
つ
も

同
委
員
会
の
長
を
二
十
年
も
務
め
て
い
る
ペ

ト
ロ
シ
ャ
ン
ツ
氏
自
身
か
、
ま
た
は
こ
の
委

員
会
か
ら
の
派
遣
者
だ

っ
た
。

し
か
し
、
ど
う
も
こ
の
委
員
会
の
正
体
は

別
物
ら
し
い
と
私
が
気
が
つ
い
た
の
は
、
数

年
前
。
実
は
こ
の
委
員
会
は
、
核
兵
器
の
生

産
を
掌
握
す
る

「中
型
機
械
省
」
の
国
際
窓

口
な
い
し
情
報
機
関
で
、
そ
の
委
員
長
は
、

い
つ
も
同
省
の
次
官
の
一
人
が
任
命
さ
れ
て

き
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
以
来
よ
く
聞

い
て
み
る
と
、
「国
家
科
学
技

術

委
員
会
」

と
い
う
の
も
、
実
は
原
子
力
と
宇
宙
関
係
を

除
く
ほ
ぼ
全
省
庁
の
対
外
情
報
機
関
で
、
科

学
技
術
政
策
な
ど
に
は
ま

っ
た
く
関
係
な
い
。

「中
型
機
械
省
」
は
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
名

前
に
変
わ
り
、
今
で
は
原
子
力
産
業
省
Ｍ
Ａ

Ｐ
Ｉ
に
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に

一
つ
二
つ
例
を
挙
げ
る
と
、
「
モ

ス
ク
ワ
技
術
物
理
大
学
」
と
い
う

一
見
何
の

変
哲
も
な
い
名
の
大
学
が
、
核
兵
器
関
連
の

科
学
者

・
技
術
者
の
最
高
水
準
の
大
学
で
あ

り

（現
原
子
力
大
臣
の
ミ
ハ
イ
ロ
フ
氏
な
ど

幹
部
の
大
部
分
は
そ
の
出
身
者
）
、
ま
た
パ

ル
ス
研
究
所
と
い
う
の
も
そ
の
方
面
の
ハ
イ

テ
ク
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ

（セ
ン
タ
ー

・
オ
ブ

・
エ
ク

セ
レ
ン
ス
）
で
あ
る
。

旧
式
の
ソ
連
型
原
子
炉
の
な
か
で
最
も
心

配
さ
れ
て
い
る
、
ゴ
ズ
ド
ロ
イ
発
電
所
を
抱

え
る
プ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
ヤ
ネ
フ
原
子
力
委
員

長
が
来
日
し
た
と
き
の
こ
と
。
同
氏
は
滞
在

日
程
の
終
わ
り
に
、
私
の
部
屋
で
し
ん
み
り

と
次
の
よ
う
に
語

っ
た
。

「私
の
国
の
原
子
力
発
電
所
は
、
確
か
に
設

備
が
古
く
て
悪
い
。
だ
が
も
し
、
日
本
か
ら

優
秀
な
技
術
者
が
来
て
運
転
す
れ
ば
、
立
派

に
安
全
に
動
く
に
違
い
な
い
。
い
や
ブ
ル
ガ

リ
ア
で
も
、
ソ
連
崩
壊
前
は
技
術
者
た
ち
は

国
家
の
た
め
党
の
た
め
と
真
剣
に
働
い
て
く

れ
、
大
し
た
事
故
も
な
く
運
転
し
て
き
た
。

し
か
し
今
は
違
う
。
人
々
は
そ
ん
な
掛
け
声

で
は
、
本
気
で
働
い
て
は
く
れ
な
い
。
そ
こ

で
月
給
を
三
倍
に
上
げ
て
募
集
し
た
ら
、
ず

い
ぶ
ん
優
秀
な
人
が
来
て
な
ん
と
か
や

っ
て

い
る
。
し
か
し
彼
ら
は
は
た
し
て
、
い
つ
ま

で
こ
の
意
欲
を
持
ち
つ
づ
け
て
く
れ
る
も
の

か
…
■
・。
私
に
は
、
次
に
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
」

私
は
彼
の
言
葉
を
聞
い
て
、
こ
の
よ
う
な

人
が
安
全
の
責
任
者
な
ら
と

一
種
の
安
堵
感

を
覚
え
な
が
ら
、
こ
の
言
葉
こ
そ
、
原
子
力

の
み
な
ら
ず
旧
ソ
連
圏
全
体
が
抱
え
る
問
題

の
本
質
を
見
事
に
衝
い
て
い
る
こ
と
に
、
深

い
感
銘
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

九
二
年
十
月
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
核
兵
器
工
場
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
用
原
子
炉
―
号
の
閉
鎖
式
典
　
写
真
撮
影

・
提
供
／
読
売
新
聞
社
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